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若草色のテーブルオリーブ中の金属－クロロフィル錯体の確認と定量： 
高性能液体クロマトグラフィー－四重極・飛行時間型マススペクトルで 
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要   旨：   ５種類のテーブルオリーブサンプル、通常のスペイン産テーブルオリーブ２種

と若草色のテーブルオリーブ３種をHPLC-MS/MSで分析して、その色素組成を
測定した。 

 
ほぼ全てのテーブルオリーブの典型的な色素組成は主に金属無のクロロフィル

(例、フェオフィチン a/bと 152-メチル‐フィトール-塩素 e6)を示している。 
若草色のテーブルオリーブは主要色素として金属－クロロフィル錯体(Cu-152-
メチル‐フィトール-塩素 e6 26-48%とCu-フェオフィチン 3-18%)を含有する独
特な組成を有する。 

MSによって暫定的な構造が確認され〔152-メチル‐フィトール-ロジン g7、152-
メチル‐フィトール-塩素 e6、152-メチル‐フィトール-イソ塩素 e4、Cu-152-メチ
ル‐フィトール-ロジンg7、Cu- 152-メチル‐フィトール-コリンe6、およびCu-152-
メチル‐フィトール-イソ塩素 e4、など〕、そしてCu-152-メチル‐フィトール-
ロジン g7、Cu-152-メチル‐フィトール-塩素 e6、Cu-フェオフィチン b、Cu-フェ
オフィチン a、Cu-ピロフェオフィチン b、およびCu-ピロフェオフィチン aの新
しいMS/MSフラグメントパターンが報告された。 

 
金属－クロロフィル錯体の存在が若草色テーブルオリーブの強烈な色の原因で

あるけれども、消費者に受け入れられない「緑色染色欠陥」と見なされるだろう。 
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